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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
団
地

・
深　
江　
あ
ぜ
つ
第
１
団
地（
１
戸
）

・
有　
家　
長
田
第
１
団
地
（
２
戸
）

・
西
有
家　
上
の
原
団
地
（
１
戸
）

・
北
有
馬　
日
野
江
第
３
団
地
（
１
戸
）

・
北
有
馬　
本
町
第
１
団
地
（
１
戸
）

・
南
有
馬　
新
三
崎
団
地
（
２
戸
）

・
南
有
馬　
新
砂
原
団
地
（
２
戸
）

　
＊
単
身
入
居
可

・
口
之
津　
仲
町
団
地…

（
１
戸
）

・
口
之
津　
白
浜
団
地…

（
３
戸
）

・
口
之
津　
早
崎
団
地…

（
１
戸
）

・
加
津
佐　
愛
宕
団
地…

（
２
戸
）

・
加
津
佐　
泉
が
丘
団
地
（
２
戸
）

　
＊
単
身
入
居
可

●
募
集
期
間

　
12
月
１
日
㈮
〜
14
日
㈭

●
入
居
資
格
条
件…

収
入
が
基
準

に
該
当
す
る
な
ど
、
市
が
指
定

す
る
条
件
を
全
て
満
た
す
人

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
入
居
者
の
決
定…

資
格
要
件
を

満
た
し
た
申
込
者
の
数
が
募
集

戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
抽
選
日…

12
月
21
日
㈭

　
午
後
２
時　
南
有
馬
庁
舎

問
都
市
計
画
課 

☎
７
３
‐
６
６
７
７

第　
回 

長
崎
県
ま
ち
づ
く

り
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
ど

も
達
が
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
、
つ

く
っ
て
み
た
い
ま
ち
を
描
い
た
作

品
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
12
月
15
日
㈮
〜
19
日
㈫

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10
時

ば
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

　
１
階
ロ
ビ
ー

問
都
市
計
画
課 

☎
７
３
‐
６
６
７
７

　※

審
査
結
果
や
展
示
会
の
詳
細
に

つ
い
て
は
長
崎
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

み
か
ん
の
収
穫
体
験

参
加
者
募
集

　
地
産
地
消
を
推
進
す
る
目
的
で
、

旬
の
み
か
ん
の
収
穫
体
験
を
実
施

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
12
月
９
日
㈯
（
雨
天
時
中
止
）

　
午
前
10
時
〜（
１
時
間
半
程
度
）

ば
北
有
馬
町
内
（
北
有
馬
支
所
に

午
前
９
時
30
分
集
合
）

●
準
備
品…

手
袋
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
な
ど

定
10
人
（
先
着
順
）

り
無
料

対
市
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者

し
12
月
６
日
㈬

も
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課 

☎
７
３
‐
６
６
６
１

第　
回
島
原
半
島
コ
ー
ラ

ス
交
歓
会

と
12
月
10
日
㈰ 

午
後
１
時 

開
演

ば
国
見
町
総
合
文
化
会
館 

ま
ほ
ろ
ば

り
無
料

問
島
原
半
島
コ
ー
ラ
ス
連
絡
会　

コ
ー
ロ
・
シ
ャ
ン
テ
、
コ
ー
ル
・

マ
ー
マ
レ
ー
ド
（
代
表 

國
房
）

　
☎
０
９
０
‐
４
３
４
０
‐
６
０
５
１

有
機
農
業
相
談
窓
口
の

開
設

　
南
島
原
市
有
機
農
業
推
進
協
議

会
で
は
有
機
農
業
の
理
解
促
進
・

普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

有
機
農
業
に
関
心
を
お
持
ち
の
人

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
毎
月
１
回　
20
日
頃
開
設

　
午
後
５
時
〜
７
時

※

開
催
日
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ば
南
島
原
市
役
所 

有
家
庁
舎

な
栽
培
方
法
、
経
営
方
法
な
ど
の

相
談
受
付

り
無
料

も
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
南
島
原
市
有
機
農
業
推
進
協
議
会

　
（
農
林
課
内
）☎
７
３
‐
６
６
６
１

の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て

　
12
月
30
日
㈯
か
ら
平
成
30
年
１

月
１
日
㈪
ま
で
の
間
、
余
熱
利
用

施
設「
の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー
」

を
休
館
し
ま
す
。

　
１
月
２
日
㈫
か
ら
営
業
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
の
ん
の
こ
温
水
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
５
７
‐
３
６
‐
５
８
８
８

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　
次
の
方
か
ら
、
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　

 ―

敬
称
略―

　

●
教
育
寄
附

・
山
室　
源
治
（
南
有
馬
町
）

土
壌
消
毒
剤

「
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
」
を

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　
土
壌
消
毒
剤
「
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ

ン
」
は
、
登
録
内
容
に
従
っ
て
、

容
器
に
記
載
の
使
用
上
の
注
意
事

項
を
確
認
の
上
、
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
次
の
点
に
つ
い
て
今
一

度
確
認
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
風
が
な
い
日
に
使
用
し
、
飛
散

を
防
ぐ
こ
と
。

②
地
区
内
で
の
一
斉
使
用
を
控
え
、

分
散
し
て
使
用
す
る
こ
と
。

③
土
壌
消
毒
機
な
ど
に
よ
り
所
定

の
深
さ
に
所
定
量
内
の
使
用
を

す
る
こ
と
。

④
特
に
住
宅
地
や
ミ
ツ
バ
チ
の
巣

箱
の
近
く
で
は
、
飛
散
防
止
の

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

⑤
使
い
終
わ
っ
た
空
き
容
器
は
残

液
、
残
臭
を
な
く
し
て
か
ら
適

切
に
廃
棄
処
分
す
る
こ
と
。

問
農
林
課 

☎
７
３
‐
６
６
６
１

放
送
大
学 

４
月
生
募
集

　
平
成
30
年
度
第
１
学
期
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
10
代
か
ら

90
代
の
幅
広
い
世
代
の
約
９
万
人

の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
な
ど
約

３
０
０
科
目
の
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

し
第
１
回…

12
月
１
日
〜
平
成
30

年
２
月
28
日
ま
で

第
２
回…

平
成
30
年
３
月
１
日
〜

３
月
20
日
ま
で

問
放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
☎
０
９
５
‐
８
１
３
‐
１
３
１
７

南
島
原
市
奨
学
資
金

償
還
補
助
金
の
ご
案
内

　
南
島
原
市
奨
学
金
を
借
り
て
学

校
を
卒
業
し
た
後
、
市
内
に
居
住

し
、
就
労
し
て
い
る
人
に
は
返
還

し
た
奨
学
金
の
２
分
の
１
以
内
の

金
額
が
補
助
金
と
し
て
交
付
さ
れ

ま
す
。対
象
は
、平
成
28
年
度
以
降
、

新
た
に
償
還
を
開
始
さ
れ
た
人
で

す
。
今
、
南
島
原
市
奨
学
金
を
借

り
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
借
り
る

予
定
が
あ
る
人
は
、
卒
業
後
の
進

路
と
し
て
、
本
市
へ
の
定
住
を
お

考
え
く
だ
さ
い
。

【
奨
学
金
は
計
画
ど
お
り

　
　
　
　
返
還
し
ま
し
ょ
う
】

　
南
島
原
市
奨
学
金
を
借
り
て
い

た
皆
さ
ん
に
は
、
返
還
計
画
に
沿

っ
て
奨
学
金
の
返
還
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
返
還
が
滞
っ
て
い

る
人
が
い
ま
す
。
未
納
が
増
え
る

と
、
今
後
の
返
還
が
困
難
に
な
る

ば
か
り
で
な
く
、
未
来
の
学
生
へ

の
貸
与
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

し
っ
か
り
自
覚
を
持
っ
て
計
画
ど

お
り
に
返
還
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
住
所
や
氏
名
な
ど
が
変
更

に
な
っ
た
場
合
は
関
係
書
類
の
提

出
が
必
要
で
す
。
返
還
に
関
す
る

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
教
育
総
務
課 

☎
７
３
‐
６
７
０
１

長
崎
県
育
英
会
に
寄
附
金

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
長
崎
県
育
英
会
で
は
、
寄
附
金

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
附
は
、
奨

学
資
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
奨
学
金
事
業
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
寄
附
を
し

た
場
合
、
税
法
上
の
優
遇
措
置
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

【
奨
学
金
の
返
還
に
つ
い
て
】

　
あ
な
た
の
返
還
金
は
、
後
輩
の

新
た
な
奨
学
金
と
な
る
重
要
な
も

の
で
す
。
奨
学
金
を
借
り
て
い
た

人
は
、
約
束
ど
お
り
の
返
還
を
お

願
い
し
ま
す
。
住
所
な
ど
の
変
更

や
、
返
還
が
困
難
と
な
り
そ
う
な

場
合
な
ど
は
、
速
や
か
に
本
会
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人 

長
崎
県
育
英
会 

　
☎
０
９
５
‐
８
２
４
‐
７
５
０
１

介
護
予
防
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

「
初
天
神
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

バ
ス
ツ
ア
ー
」参
加
者
募
集

と
平
成
30
年
１
月
25
日
㈭

　
午
前
６
時
ま
で
に
南
島
原
市
役

所
西
有
家
庁
舎
に
集
合

ば
太
宰
府
天
満
宮
（
福
岡
県
太
宰

府
市
）

な
バ
ス
の
中
で
手
足
の
運
動
と
脳

ト
レ
を
実
施
。
大
宰
府
天
満
宮

で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
筋

ト
レ
を
実
施
。

定
１
２
０
人

り
２
，
８
０
０
円

対
65
歳
以
上
の
人
で
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
人

し
12
月
20
日
㈬

も
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
介
護
保
険
課 

☎
６
１
‐
９
１
０
２

第
２
０
５
回

コ
レ
ジ
ヨ
市
民
文
化
講
座

な
講
座
Ⅰ 「
島
原
大
変
と
復
興
」

　
寛
政
の
大
地
変
は
領
内
に
大
被

害
を
及
ぼ
し
、
流
死
者
９
５
２
４

人
、
流
失
戸
数
３
３
５
７
戸
、
荒

廃
田
畑
３
７
８
町
、
領
民
の
８
％

が
一
夜
で
奪
わ
れ
ま
し
た
。
今
も

災
害
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
布
津
断
層
面
を
５
０
ｍ
の
津
波

が
駆
け
上
が
り
、
安
中
地
区
に
は
、

布
津
坂
、
堂
崎
坂
の
名
が
残
っ
て

い
ま
す
。
有
家
村
の
和
平
治
・
民

右
衛
門
・
杏
大
夫
は
白
地
大
池
の

水
抜
工
事
を
請
負
い
半
年
で
仕
上

げ
ま
し
た
。
復
興
の
道
の
り
を
探

り
ま
す
。

●
講
師…

島
原
城
観
光
復
興
記
念
館

　
松
尾  

卓
次 

氏

な
講
座
Ⅱ 

フ
ロ
イ
ス
の
日
本
史

を
読
む
会

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

新
た
な
知
識
と
の
出
会
い
を
求
め

て
多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
４
時

ば
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

定
40
人

り
無
料

し
平
成
30
年
１
月
16
日
㈫

問
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

　
☎
７
３
‐
６
７
３
６

島
原
病
院
正
規
職
員

（
地
方
公
務
員
）

●
募
集
人
員…

看
護
師
：
６
人
程

度
、
薬
剤
師
：
若
干
名

●
採
用
予
定
日…

平
成
30
年
４
月

１
日
以
降
（
試
験
に
合
格
し
た

人
は
、
長
崎
県
病
院
企
業
団
職

員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
す
。
職

員
の
身
分
は
地
方
公
務
員
と
な

り
ま
す
。）

※

欠
員
の
状
況
に
応
じ
て
、
採
用

可
能
者
は
そ
れ
以
前
に
採
用
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
受
験
資
格…

看
護
師
は
昭
和
57

年
、
薬
剤
師
は
昭
和
47
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
（
専

門
看
護
師
・
認
定
看
護
師
は
年

齢
不
問
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
免

許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成

30
年
春
ま
で
に
免
許
取
得
見
込

み
の
人

●
試
験

と
平
成
30
年
１
月
27
日
㈯

な
作
文
・
適
性
検
査
・
面
接

し
平
成
30
年
１
月
23
日
㈫

　
午
後
５
時
30
分 

必
着

も
試
験
案
内
、
受
験
申
込
書
は
下

記
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

　
問
島
原
病
院　
総
務
係

　
☎
０
９
５
７
‐
６
３
‐
１
１
４
５

　
（
代
表
）

　
〒
８
５
５-

０
８
６
１

　
島
原
市
下
川
尻
町
７
８
９
５
番
地

県
下
一
斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

＆
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

　

長
崎
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
活
動
の
一
環
と
し
て
「
県
下
一

斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
運
動
」
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
混
雑
緩
和
の
た
め
、

で
き
る
範
囲
で
マ
イ
カ
ー
利
用
の

自
粛
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
車
に
乗

る
と
き
は
地
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し
い
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ラ
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ブ
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
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コ
ド
ラ
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す
る
と
、
通
常
の
運
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に
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べ
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燃
料
を
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・
７
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削
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す
る
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が
で
き
ま
す
。
こ
の
運
動
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
個
人
や
団
体
の

参
加
宣
言
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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し
て
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だ
さ
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。
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県
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ー
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ロ
ー
ド
で
き
ま
す
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問 島原半島ジオパーク協議会　☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０

つなごう未来へ！
島原半島ユネスコ世界ジオパーク

ジオパークで
あり続けるための取り組み

島原半島ユネスコ世界ジオパーク
キャラクター「ジーオくん」

島原半島ユネスコ世界ジオパーク
キャラクター「ジーナちゃん」

　街路樹にも普通にみられるイチョウは、中国を原産とする
高木です。イチョウは紅葉し、落葉するにもかかわらず、植
物の分類上は針葉樹にあたります。また葉の葉脈が網目状で
はなく、互い交わることのない平行脈であるという特徴を有
します。このような他の樹木にはあまり見られない特徴を有
するのは、イチョウ科の植物が、今から約１億５千万年前の
中生代白亜紀から残存する古代樹であるためです。
　木材としての加工がしやすく、剪定にも強いイチョウは、
火にも強いという特徴があります。これはイチョウの幹や
葉にたくさんの水分が蓄えられているためです。ひとたび
火事が発生すると、イチョウの樹や葉の中にある水蒸気が
気化し、燃焼を防ぎます。難燃性の樹を敷地内に植えるこ
とで、建物を火事から守ってほしいという願いから、イ
チョウは寺社仏閣や学校の校庭に植えられることが多かっ
たようです。

　1991年９月15日、深江町にある大野木場小学校は、火
砕流とともに発生した熱風（火砕サージ）によって延焼し
ました。この時、校庭にあった大きなイチョウの樹も燃え
てしまいましたが、翌年再び芽吹き、地域の人の心の支え
となりました。多くの人を勇気づけ、復興の象徴にもなっ
たこのイチョウの樹は、毎年12月初めになると黄色くきれ
いに色づき、ここがかつての学び舎だったことを私たちに
教えてくれます。

ジオサイト41  ～噴火災害の復興の象徴～ 「旧大野木場小学校校庭のイチョウ」 

と12月23日（祝・土）
　講　　話…午前10時～10時30分
　散　　策…午前10時30分～正午
ば雲仙お山の情報館 別館（雲仙市小浜町雲仙320）
※講話後、雲仙地獄周辺を散策
●講師…西　久幸氏（一般財団法人 自然公園財団雲仙支部）
な題目…「信仰のお山・雲仙を巡る」
仏教とキリスト教の隆盛から弾圧の時代に思いをはせ
ながら、数奇な運命を辿る雲仙地獄周辺を散策します。
り無料
も不要
問島原半島ジオパーク協議会 ☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０
　E-mail: info@unzen-geopark.jp

第16回 島原半島
ユネスコ世界ジオパークセミナー

紅葉した旧大野木場小学校のイチョウと平成新山

　進学や就職で県外に出た若者や本県ゆかりの方などを
対象に、現在の長崎県内の様子や出来事など、本県の魅力
を発信するスマートフォンアプリ「このさき長崎」を無料
配信しています。長崎県の旬な情報をお届けしますので、
ぜひダウンロードしてご活用ください。

ふるさと情報発信アプリ「このさき長崎」配信中！

ダウンロードはこちらから問長崎県広報課 ☎095－895－2021 このさき長崎

お問い合わせは…南島原市役所　☎73ー6600 くらしの情報

　今月号から、見やすく読みまちがえにくいＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォン
トを使用しています。これからも皆さんにとって読みやすく、親しみやすい紙面
づくりに努めてまいりますので、引き続きご愛読いただきますようお願いします。

「広報南島原」を一部リニューアルしました

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを使用しています。

問秘書広報課  ☎７３－６６２２　


